
１　事業概要

基本目標

2018(平成30)年度 2019(令和元)年度

11,203 1,090

6,000 0

事業目的

　南町自由広場は，これまで砂利敷きにより限定的な使用であったが，芝生
広場を整備することによって，魅力ある空間を創出し，地域資源としての価値
を高めていく。整備後については，周辺商店街，民間事業者・関係団体等と
の連携のもと，にぎわい創出に資する各種事業への積極的な支援により，新
たな交流を生み出すとともに，まちなかの回遊促進を図る。
　また，自由広場を拠点として，にぎわいの創出や交流人口の増加を図るこ
とはもとより，商業活性化による買い物機能等の生活環境の向上，中心市街
地の活性化につなげていく。

事業期間 2018（平成30）年度～2019（令和元）年度

事業費（千円）
総事業費

12,293

うち寄附額 6,000

事業内容

【事業概要】
　平成29年９月に官民連携により整備した「まちなか・スポーツ・にぎわい広
場（通称：Ｍ－ＳＰＯ）」における南町自由広場の敷地の芝生敷設工事及び
車路整備工事を行い，様々なイベントでの利用を促進し，中心市街地の交
流人口や売上額の増加を図ることにより，まちなか全体の活性化につなげて
いく。

【具体的事業】
　市と周辺商店街，民間事業者・関係団体等と連携して実施する「水戸黄門
まつり」や「水戸まちなかフェスティバル」における活用のほか，市民主体のイ
ベント等へ広場の貸出を実施したところ，合計16件のイベントが開催され，延
べ約19,000人に利用された。また，広場の活用について，市ホームページや
ＳＮＳ（Ｔｗｉｔｔｅｒ，Ｆａｃｅｂｏｏｋ）によるＰＲ活動を実施するとともに，芝生の維持
管理に努めた。

2020（令和２）年度
以降の取組内容

　引き続き，周辺商店街，民間事業者・関係団体等と連携しながら，スポーツ
イベントやマルシェ等をはじめ，にぎわい創出に資する各種事業を実施す
る。また，さらなる自由広場等のＰＲ活動を行い，一年を通して市民の自主的
な取組等による多様な交流を創出することで，まちなかの交流人口の増加を
図る。あわせて，水戸黄門まつりや水戸まちなかフェスティバルなど，大規模
集客イベント等において活用し，さらなるにぎわいの創出につなげる。
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事業名 まちなか芝生広場プロジェクト

総合戦略における
位置付け

Ⅰ　生き生きと働けるしごとを創る
Ⅱ　新たなひとの流れを生み出す
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２　本事業における重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達成状況
（１）ＫＰＩの達成状況

基準値
2017(平成29)年度

目標値
2019(令和元)年度

実績値
2019(令和元)年度

1 37,000 43,000 19,120

2 109,800 116,400 105,010

3 23.3 20.6 18.7

-67%

（２）評価

※達成度は，国の評価基準を踏まえ，達成率平均値に基づき設定
　 Ａ:地方創生に非常に効果があった（100％以上）
　 Ｂ:地方創生に相当程度効果があった（70％～100％未満）
　 Ｃ:地方創生に効果があった（50％～70％未満）
　 Ｄ:地方創生にあまり効果が見られなかった（50%未満）

（３）今後の取組

※方針は，国の評価基準を踏まえ設定
　・事業が効果的であったことから，取組の追加等更に発展させる
　・事業内容の見直し（改善）を行う
　・事業を継続する
　・継続的な事業実施を予定していたが中止した
　・当初予定通り事業を終了した

方針 主な取組

事業を継続する

　引き続き，自由広場の維持管理を行うとともに，水戸黄門まつりや水戸まち
なかフェスティバル等のにぎわい創出に資する各種事業を実施する。また，
Ｍ－ＳＰＯに新たに設置したデジタルサイネージを活用し，まちなかで実施さ
れるイベント等の周知を行い，中心市街地の回遊性向上を図る。あわせて，
自由広場等のＰＲ活動を行い，市民の自主的な取組を促進するとともに，平
常時における利用を促し，交流人口の増加を図る。

中心市街地の
歩行者通行量（人）

中心市街地における
空き店舗率（％）

達成率平均値
(実績値-基準値）/（目標値-基準値)

達成度 評　　価

D

　隣接するアリーナとの一体的な利用が可能となったことや，芝生化により活
用の幅が広がったことから，今までにはなかった新しいイベントが開催され
た。広場の利用人数は前年度と比較し減少しているが，イベント実施件数に
ついては増加しており，にぎわいづくりが進んだ。また，中心市街地における
空き店舗率は，目標値を大きく上回り，大幅に改善しており，中心市街地の
歩行者通行量についても，目標値には及ばなかったものの，多くの地点で前
年度より増加していることから，中心市街地の回遊性の向上に効果があった
ものと考える。

広場利用者数（人）

KPI項目
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